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１－１ 業務メニュー 

 

(1)  プラグイン画面のボタン位置変更 

 プラグイン画面に遷移する処理ボタンを日レセｖｅｒ４．７迄は(M02)マスタ登録画面 

に配置していましたが、ｖｅｒ４．８からは(M97)プログラム更新管理一覧画面に変更 

となります。 

 

 

       ［ｖｅｒ４．７のプラグイン呼び出し］ 

 

 

       ［ｖｅｒ４．８のプラグイン呼び出し］ 
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１－２ システム管理 

 

(1) 職員情報のパスワード登録 

 日レセにログインする際のパスワードについて、システム管理「1010 職員情報」より 

登録する仕様に変更しました。 

パスワードの設定変更はシステム管理「1010 職員情報」－(W06)職員情報設定画面のパ

スワード欄より入力を行ってください。 

  

 

 ・パスワードについては任意設定項目になります。 

・パスワード欄を入力した場合、確認用の再入力欄も入力必須となります。 

 ・パスワード欄、再入力欄は非表示項目としています。入力された内容は画面に表示 

されません。（ｖｅｒ４．７からのバージョンアップ時に実行した[passwd_store.sh] 

で設定されたパスワードも表示はされません。） 

 ・登録済みのパスワードを消去する場合は、パスワード欄に /d 又は /D を入力し、登 

  録してください。 

 ・システム管理者（スーパーバイザー）のパスワードは削除できません。 
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１－３ ２１診療行為 

 

(1) 同日再診３回以上の制限解除対応 

 日レセｖｅｒ４．７迄の診療行為入力では、患者の同日受診について診療科が同一で 

あった場合、３回までの受診であれば容易に訂正入力等が行えましたが、４回目以降の 

入力があった場合、データベース構造上の問題から診療行為の訂正入力等で使い辛い点 

がありました。 

・１回目の受診 再診料 

・２回目の受診 同日再診 

・３回目の受診 同日再診 ← ここまでの入力の場合は問題ない 

・４回目の受診 同日再診 ← この入力があると診療訂正等が煩雑になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

上記について、同日受診の登録が３回（同一日、同一診療科の場合）を超えた入力の 

場合であっても診療訂正等が容易となるように改善しました。 

 

ｖｅｒ４．７迄は同日再診が３回以上になると以下のメッセージを表示していましたが、 

ｖｅｒ４．８ からは表示を行いません。 

 

 

 ９回を超えた場合は以下のメッセージを表示し入力不可となります。 

 （ｖｅｒ４．７、４．８共通） 

  

【参考】ｖｅｒ４．７までの同日の診療行為入力制限事項 

・４回目以降の診療行為入力は内部的にまとめて処理を行うため、診療行為の訂正、 

会計照会での回数変更、収納業務での再計算を行うと収納データの正しい登録が 

できない場合がある。 

• 外来での同日の診療行為の入力は9回まで。 

• 3回目以降の入力内容は内部的に１つの受診にまとまる。 

（診療科と保険が同一の受診履歴がまとまる） 

• 収納データは入力回数分作成する。 

• 訂正、回数変更、再計算等により収納データが更新された際に、3回目以降のどの 

受診履歴であってもまとまった状態で再計算を行うため収納データが正しく登録 

されない。 

（補足） 

この場合、診療行為の訂正はできません。 

該当の受診履歴の診療行為を一度削除し、新たに入力し直しが必要。 
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 ｖｅｒ４．７迄の会計照会画面での(J022)回数入力画面の表示 

・１回目の受診     再診料 

・２回目～４回目の受診 同日再診 

  

 ４回目受診で算定した同日再診の回数は３回目の欄にまとめて集計されていました。 

 

ｖｅｒ４．８以降は９回まで表示可能とするように表示項目を追加しました。 
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 （注意） 

 ｖｅｒ４．７で同日再診３回以上の入力がある状態でｖｅｒ４．８へのバージョンアッ 

プを行われた直後は以下画像のように回数の記録は３回目の欄にまとめられた状態と 

なります。 

過去に４回以上の同日受診がある場合は、「システムパッケージリリース情報」に記載 

されている「1-13  診療会計テーブルのデータ整合処理」を参考に診療会計テーブルの 

更新処理を実施してください。 

 

  

     整合処理が実施されていない場合の(J022)回数入力画面表示 
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(2)  患者情報通知対応 

 診療行為画面で患者番号入力時にメモ内容などの患者情報の通知を行います。 

 

１．システム管理「1920 患者情報通知情報」で通知設定を行った項目について、 

外来・入院の診療行為で患者を決定した時に患者情報通知の表示を行います。 

２．通知内容は以下となります。 

項目     通知内容 

保険最終確認日 システム日付で有効な保険の最終確認日を表示する。 

労災・自賠責・治験・自費等は対象外とする。 

対象の保険の最終確認日を対象とする。該当となる保険が複数 

存在する場合は、最後の確認日付の保険を対象とする。 

メモ１ システム日付で登録されているメモ１の内容を表示する。 

システム日付で登録がなく過去日での登録があれば、登録日を 

【メモ１：ＨＹＹ．ＭＭ．ＤＤに登録があります】と表示する。 

メモ２ メモ１と同様です 

※システム日付は環境設定の日付となります。 
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 (K02)診療行為入力に保険最終確認日を表示した状態 

 

  

 (K02)診療行為入力に保険最終確認日とメモ１、メモ２を表示した状態 
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１－４ ２２病名 

 

(1) 編集病名の強調表示(R201302-002) 

 (C02)病名登録画面において、編集病名はコラムリストの該当行の色を変更して表示 

します。自院病名についても同様です。 

 
  

            (C02)病名登録画面 

  

           (C03)自院病名登録画面 
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１－５ ４２明細書 

 

(1) 包括診療分の点検用レセプト記載対応(R201301-004) 

 システム管理の設定により、包括診療分の点検用レセプト記載（点検用レセ電記録）を 

可能とします。 

 

１．システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の点検用タブ画面に包括診療の 

   記載設定項目を追加します。 

   ０ 包括診療分を記載しない ＜デフォルト＞ 

   １ 包括診療分を記載する 

 ２．上記システム管理の設定を「１ 包括診療分を記載する」にした場合、点検用レ 

セプト摘要欄に包括診療の記載を行います。 

３．包括診療分のレセプト摘要欄記載について、各診療区分内で包括診療でないもの 

と包括診療分が混在する場合は、先に包括診療でないものを記載し、後に包括診 

療分の記載を行います。 

 ４．包括診療分は剤の先頭に【包括診療】と記載します。 

   ※レセプト電算は剤の末尾に記録する場合があります。 

 ５．包括診療分は、摘要欄以外（請求点数等）には反映しません。 

   又、手術日等のコメント自動記載は行いません。 

 ６．保険組み合わせ９９９９（包括分入力）での入力分は、レセプト記載対象となり 

ません。 

 ７．包括診療分の点検用レセプト記載は、医保・労災・自賠責・公害の入院・外来レセ 

プトにおいて行います。 

 

   

     システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」点検用タブ画面 
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レセプト作成画面で点検用レセプト選択時に”包括診療分記載設定”と表示されます。 

 

  
        (R03)レセプト作成－作成指示画面 

 

  

         (R01)レセプト作成－個別指示画面 

 

 

 

レセプト印刷指示画面に（包括診療分）と表示されます。 

  
         (R02)レセプト作成－印刷指示画面 
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紙レセプトの記載例 

 

点検用レセプト電算データの記録例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IR,2,13,1,0111765,,ＯＲＣＡ病院,42610,00,03-3946-0001 

RE,1,1111,42609,日医 一郎,1,3430201,70,4260901,,,,,00019,,,,,,,20141029114030,,,,,,,,,,,,,,, 

HO,  138057,,,30,60850,,90,59100,,,,,, 

SY,5351003,4260401,1,,,, 

 

IR,2,13,1,0111765,,ＯＲＣＡ病院,42610,00,03-3946-0001 

RE,1,1111,42609,日医 一郎,1,3430201,70,4260901,,,,,00019,,,,,,,20141029114030,,,,,,,,,,,,,,, 

HO,  138057,,,30,60850,,90,59100,,,,,, 

SY,5351003,4260401,1,,,, 

SY,0000999,4260401,1,,ブドウ球菌食中毒,, 

SY,5319009,4260401,1,,,, 

CO,21,1,810000001,【包括診療】   ←コメントレコードで【包括診療】と記録 

IY,,1,612590043,3,10,4,,,,,,,,1,1,1,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

CO,24,1,810000001,【包括診療】   ←コメントレコードで【包括診療】と記録 

SI,,1,120001110,,7,4,,,,,,,,1,1,1,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,92,1,190150110,,,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,,1,190147310,,2125,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,92,1,190150110,,2025,29,,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1, 

SI,97,1,197000110,3,1920,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1, 

SI,,1,197000570,,50,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1, 

SI,,1,197000810,3,780,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1, 
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(2) (XB01)ジョブ管理一覧画面でのレセプト処理等強制終了対応 

 (R03)レセプト作成－作成指示画面から「F11」情報削除ボタンで遷移する(XB01)ジョ 

ブ管理一覧画面について、実行中のプロセス（レセプト一括作成処理等）を選択して、 

「F2」情報削除ボタンを押下した場合、従来はジョブ管理テーブル(TBL_JOBKANRI)に 

記録されているレコードを削除するのみでプロセスの中止は行っていませんでしたが、 

これをプロセスの中止（強制終了）も併せて行うよう対応しました。 

 

※プロセスを中止できる処理は、(R03)レセプト作成－作成指示画面で実行された処理 

を対象としています。 

 

 

      入院レセプト一括作成中の(XB01)ジョブ管理一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常時、ボタンの表示は[情報削除]ですが、処理

中止が可能な処理を選択時はボタンの表示は[処

理終了]に変わります。 

[処理終了]ボタンを押下すると、ジョブ管理テー

ブルの削除とプロセスの中止を行います。 
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１－６ panda-fdd 廃止に伴う対応 

 

(1) ファイル出力先の選択内容変更 

 precise(ver4.7)から panda-fdd を廃止しましたが、日レセ ver4.8 ではこれに伴い、 

以下画面のファイル出力先選択内容から「フロッピー」と「ＭＯ」を削除しました。 

統計データ作成画面については「ユーザー指定場所１～３」も削除しました。 

 

業 務      画 面 

101 システム管理 管理コード「2005 レセプト・総括印刷情報」 

(W12) レセプト・総括印刷情報設定のレセ電タブ画面 

44 総括表・公費請求書 (T01) 総括表・公費請求書作成画面 

(T98) レセ電作成指示画面 

51 日次統計 (L02)日次統計データ作成画面 

52 月次統計 (G02)月次統計データ作成画面 

 

 

 


